
今年度の第60回 FSF (Flight Safety Foun-
dation) 主催の IASS (International Air
Safety Seminar) は10月１日～４日の４日間､
韓国の首都ソウルにある Grand Hilton Seoul
を会場に開催されました｡
FSF は世界最初の国際的航空安全推進非営
利団体として､ 1947年以来､ 毎年秋に IASS を
開催しています｡ 60年前からこのように専門家
を集め､ 航空安全のための課題の討議､ New
Safety Technology の紹介と情報の共有化を
IASSの開催を通じて行ってきているわけです｡
IASS には1992年に IFA (International Fed-
eration of Airworthiness), 1995年に IATA
(International Air Transport Association)
も加わりこのセミナーが更に拡充されています｡
また会議のスポンサーには毎回､ Airbus, Boe-
ing, Flight Safety International 等の名だた
る企業がついています｡
FSF の組織は様々な委員会で構成され､ 全
世界50カ国､ 1,000社以上の会員企業の中から
委員が派遣され､ セミナーの講演議題の設定､
各種のアドバイザリー業務が行なわれています｡
私ども操縦士協会も会員となっており､ 日本の
航空各社もこの委員会に委員を派遣しています｡
またセミナーの開催､ 機関誌の発行という啓
蒙活動だけではなく､ 自らが具体的な安全活動
を推進するという役割も担っています｡ FAA
の推進する地域別安全活動の中で FSF は
CAAG (CFIT／ALAR Action Group) とし
て活動が報告されております｡ �航空輸送技術
研究センターが主催した ｢CFIT 対策とALAR
ワークショップ｣ (2006年12月６～７日､ 羽田

ギャラクシーホール) にも FSF 講師が派遣さ
れております｡
CFIT ：Controlled Flight Into Terrain

コントロールされている航空機の対地
衝突

ALAR：Approach And Landing Accident
Reduction
進入・着陸の事故低減

航空安全委員会では､ 日本航空機操縦士協会
の事業計画である 『｢操縦士協会のめざすもの｣
に基づく諸活動の活性化』 を達成させるため､
｢安全文化の構築｣ を目的に ｢学ぶ・啓蒙する・
提言する｣ を指針として取り組んでいます｡ そ
の活動の一環として､ 今年も IASS に航空安全
委員会委員３名が派遣されました｡ 国土交通省､

�航空輸送技術研究センター､ 日本航空､ 全日
空からの派遣者を含め､ 日本からは12名の参加､
総参加者は配布された名簿からは50カ国以上よ
り約500名と想定される大規模なセミナーでし
た｡

今年度は下記６つのカテゴリーで26名の講師
によるプレゼンテーションが行われました｡
１ GLOBAL UPDATE
２ CURRENT SAFETY INITIATIVES
３ AIRWORTHINESS ISSUE
４ HAZARD IDENTIFICATION AND
RISK MANAGEMENT

５ OPERATION AND TECHNOLOGY
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FSF と IASS の概要

操縦士協会からは４回目の参加

セミナーの概要

参加報告

航航空空安安全全委委員員会会 楽楽 清清志志

FFSSFF IIAASSSS 参参加加報報告告



６ TRAINING ISSUE
講演は朝８時30分から夕方５時まで､ 10時､
昼食､ 15時の休憩を挟み､ １講師30分の持ち時
間で３日間ほぼ同じスケジュールで行われまし
た｡ 2007年度のトピックとしてはセクション６,
Training Issue でプレゼンテーションされた
ICAO航空英語証明と､ 今後､ 各国の航空会社
で導入されるであろう､ 新しい乗員養成システ
ムの Multi-Crew Pilot Licensing (MPL) で
しょうか｡ これら講演内容詳細につきましては
日本からの参加者間で興味程度の高いものを選
別し､ 翻訳の役割分担を行いましたので､ ３月
には�航空輸送技術研究センターから抄訳集と
して発行される予定です｡
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2007－９－16 (日) 日経新聞朝刊 コラム ｢春秋｣ より
高尾山 真言宗智山派 ｢薬王院｣ にある看板からの引用です｡ (英語は岩瀬による意訳です)

岩瀬 健祐

｢つもり違いの10カ条｣

高いつもりで 低いのは 教養 (Education)

低いつもりで 高いのは 気位 (Arrogance, Haughtiness)

深いつもりで 浅いのは 知識 (Knowledge)

浅いつもりで 深いのは 欲 (Greediness)

厚いつもりで 薄いのは 人情 (Human Feeling)

薄いつもりで 厚いのは 面の皮 (Shamelessness)

強いつもりで 弱いのは 根性 (Spirit)

弱いつもりで 強いのは 我 (Ego)

多いつもりで 少ないのは 分別 (Discretion)

少ないつもりで 多いのは 無駄 (Wastefulness)
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